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束アジア地質構造剛こついて

佐藤正1)

今年の1月から2月にかけて,ほとんど毎日の

ように地質調査所を訪れていた.遊びに行っていた

わげでも,文献を読みに通ったわげでもなく,れっ

きとした仕事をしに行っていた.仕事は書きかけの

東アジア構造図の原稿を仕上げることだった.この

図は1mx1.25mという大きなものなので,狭い

自宅には広げて作業する場所がなく,止むを得ず毎

日流山の自宅から調査所に日参することになった.

そもそもこの仕事はCCOP注1とCPC注2の仕事で,

そのどちらも地質調査所がかかわっているから,そ

ういう意味では調査所で図を書くのに別に不思議は

ないのだが,調査所の職員だったこともない人物

が,しょっちゅう所内にいるのは何事かと不審だっ

た向きもあるだろう.

実をいえば,このプロジェクトは1986年に正式

に発足した,もう足掛け9年にもなる国際プロジ

ェクトで,かなり大がかりな計画である.それもも

う少しで最終段階に入るところまで来たので,計画

の経緯や内容をかいつまんで紹介しておくのも悪く

ないと思いたち,編集委員の要請に応じることにし

た.

プロジェクトの内容

この計画は正式には｢東アジア地質構造図プロジ

ニクト(EastAsiaGeotectonicMapProject)｣とい

うことになっている.このプロジェクトを実際に行

うグルｰプは地質構造図ワｰキンググルｰプ

��歩湧��灯�慳瑁�慇��捴潮楣��

Project)と呼ばれ,略してWGGMなので,プロジ

ェクト全体の方までWGGMマップと言った方が

簡単だし,それに今ではその方の通りがいい.そこ

でこの小文でもWGGMマップということにする.

さてこの計画は,第1図に示したように東アジ

ア地域を8区画に分けて,その各々について200万

分の1の縮尺で地質構造図をつくろうというもの

である､べ一スになる地形図は,Wor1dDatalBank

IIをもとにアメリカ地質調査所が調製した地形図

で,マイラｰに薄い青色で海岸線,国境線,河川,

等高線,等深線が印刷されている.これを作業用に

用いて,この上に地質構造図をのせようというわけ

である･東アジアの地質構造図はこれまでにもたく

さん出版されており,CGMW(世界地質図委員会)

やUNESC0/ECAFE(ESCAPの前身)あるいは中

国地質鉱産部などが出した構造図が有名である.

CPC(環太平洋エネルギｰ鉱物資源理事会)もTec-

tonicMapシリｰズρ出版を始めており,すでに庸

西区画のそれは出版済である.

そういう点では,この計画は屋上屋を重ねるよう

な感じがしないでもない.しかし,これまでのもの

は大体500万分の1とか1000万分の1などの小縮

尺の構造図で,地域の地質構造の概要を見るにはい

いが,実際にある地域の開発を行うといった段階に

なると細かな情報が決定的に足りない.

今回のものは縮尺をもっと大きくして200万分の

1に設定している.私の感じでは,縮尺が500万分

の1とかそれ以下のものと,200万分の1のものと

では図の性質が違ってくる.たとえば,1,O00万分

の1では細かい点をすべて省略して,大筋を表せ

ばよかったものが,200万分の1になると,ずっと

小さい構造単位も正確にあらわすことが求められ,

より精細なデｰタを必要とするようにたる.またあ

る地域の構造を読み取るには,どんなに小さい露頭

キｰワｰド:東アジア,地質構造,構造図,CPC,CCOP

1)筑波大学名誉教授:

〒270-01流山市東初石3-126-55

東初石パｰクホｰムズ403

注1CCOP1CommitteeforCo-ordinationofJointProspecting

forMineralResourcesinAsianO脆hore～.eas一アジア沿

海鉱物資源探査調整委員会

注2CPC:Circum-Paci五｡Counci1土｡rEner馴andM三neral

Resources一環太平洋エネルギｰ鉱物資源理事会という非

政府非営利団体
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東アジア地質構造図について
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第1図

東アジア地質構造図の各シｰトの配置.

でも,構造的に意味のあるもの,たとえば基盤上に

不整合でのる被覆岩層のようなものを除くわげには

ゆかない.また図から読み取る情報ももっと実際

的,具体的なものが求められるようになる.そうな

ると図上にあらわす単位の区切り方から考え直す必

要が出てくる.そういう意味でこの構造図はこの地

域では新しい試みであるかもしれない.

もともとこの計画は,東アジア資源評価計画の

2本の柱のうちの1本として企画されたもので,も

う一つの柱である盆地解析の図に対してその地質構

造的な背景を提供するという意義が持たされてい

る｡この辺の事情は,以下の計画の歴史の中で触れ

ることにしよう.

東7シア地質構造図プロジェクト発足の経緯

がいつまんでこの計画が実行されるまでのいきさ

つを書いておこう.実のところ,計画が論議された

ごく初期のころの事情を私は詳しくは知らない.そ

れはCCOPやCPC(その中のCPMP注3)での討議

から生まれたもので,私はそのどちらにも正式な委

員として加わったことがないので,記録から判断す

1994年11月号

るしかない一私はこの計画の全体がほぼ固まりかけ

たころ,アカデミックな部分の面倒をみてくれない

かと当時地質調査所次長だった井上英二さんから頼

まれてこの仕事に加わった.生来のお人好しで,気

楽に安請げ合いをしたが,これほど人ごとになると

は夢にも思わず,それ以後もう6-7年にもなるの

にまだこの仕事にかまけている.

このプロジェクトはCCOPがIUGS注4,CPCと

協力してやることになった東アジア資源評価計画

(EastAsiaResourcesAssessmentProgramme)の

2本柱の一つで,もう1本の柱は東アジア堆積盆地

解析プロジェクトである.この計画が提案されたの

は1984年開催のCCOP総会だったようである.そ

れはCCOP地域鉱物資源評価計画の一環として翌

年1985年中国広州で開かれたCCOPの第22回総会

で採択された.その時にこの計画はIUGSとCPC

と共同で実施されることになったと,CCOPの議

注3CPMP:CircumPaci丘｡MapProject.CPCの中に設置され

ている環太平洋地域の地図編纂プロジェクト.

注4IUGS:IntemationalUnionofGeo1ogicalSciences一国際地

質科学連合という名の純粋た国際学術団体.日本も加盟､�
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事録には記されている.この資源評価計画は東アジ

ア堆積盆地解析プロジェクト(EastAsiaBasinAna1-

ysisProject)と東アジア地質構造図プロジェクト

(EastAsiaGeotectonicMapProject,WGGM)を含

み,この両者は互いに補いあう性格のものと考えら

れた.

1986年4月,クアラルンプｰルで第1回の資源

評価計画ワｰキンググルｰプ(WGRA)の会議が開

かれた.ここで,盆地解析プロジェクトを発足させ

ること,地質構造図プロジェクトを創設することが

討議された一構造図プロジェクトは,CPMPの北

西区画パネルが作業をする方向だったようである

が,この会議には日本の代表が出席していなかった

ので,急蓬北西区画パネルの中で討議する必要に迫

られた･そこで,北西区画パネルの国内会議が

1986年7月25日に地質調査所で開かれ,大筋とし

てこの計画の遂行を引き受ける方向で討論が行われ

た.ただし(1)ガイドラインは独自で設定すること,

(2)費用はCPMPなど国際的な機関から提供される

こと,という条件を認めてもらうよう,同年8月

のシンガポｰルでのCPMP会議で提案することに

なった.

シンガポｰルでのCPMP会議は,予定通り開か

れ,ここで正式に北西区画パネルが主導して計画を

実施することの要請があった.またCCOPも支援

する約束がえられた.上の条件も提出されて了承さ

れた.その後北西区画パネルの日本国内会議での了

解を経て,最終的には1986年11月にパプア･ニュ

ｰギネアのマダンで開かれた第23回CCOP総会お

よびCPMP北西区画パネル会議で,東アジア構造

図プロジェクトの実施が決定された.これを受けて,

1987年6月にホノルルで開かれたCPCの会議で,

井上北西区画議長が地質構造図プロジェクトを受け

持つWGGMの活動案を提出した.

このように手始めてこの計画が言い出されてから,

2年余りの年月を経て,ようやく実施の決定にいた

ったのである.この経過を見れば分かるように,こ

のプロジェクトはCCOPとCPMPの共同計画の性

格をもっており,実際その後も作業図の供給は

CPMPが,会議費や旅費はCCOPが供給するとい

ったように共同して作業が進められてきた.活動の

進捗状況もこの両者に常に報告してきた.実際の活

動に当たっては,この両機関の支援のほかにも,各

国の有形無形の支援があったのは言うまでもたい.

WGG･Mの構成

さて,このプロジェクトは日本を始めとして多数

の東アジア･東南アジア諸国をカバｰする地域を対

象とすることになるので,到底少人数ではできな

い.そこでプロジェクトがスタｰトすると同時に,

当時のCPMP北西区画議長の井上英二氏が関係各

国にその任にあたる人の推薦を求めた.井上議長の

発案で,各国の代表にはNationa1compi1erという

名を,全体の編纂にあたる佐藤はGenera1CompiL

erと口乎ぶことにたり,その名称はその後も引続き

用いられている.

最初にコンパイラｰの指名を依頼した文書は,井

上議長名で1987年5月15日付で発送されている.

これに対する反応は割合素早くて,同年の7月か

ら返事が集まりだし,8月末までに日本,インドネ

シア,マレｰシア,フィリピン,タイ,ベトナムか

ら最初の委員の指名があった.つづいて韓国,中

国,パプア･ニュｰギネアからも指名カミあり,

1989年11月工業技術院で開かれた第1回WGGM

会議までに関係9ケ国の委員の人選が完了した.

しかし,その後各国内事情から当初の委員が交代し

たところも少なくなく,最終的に1992年に一応原

図が完成した時の委員は以下のようになった.(所

属は当時)

Genera1compi1er:佐藤正兵庫教育大学

Chiefcompi1erformarineareas:本座栄一地質

調査所

�瑩潮����敲�

䙥湧��楡湧��湧���物�����

ca1Sumey,Guangzh01ユ,China

��瀰�業慮��慫����������

慮���潰浥���敲�慮摭本

���卩愀

脇田浩二地質調査所

Hyen-I1Choi,KoreaInstituteofGeolo駆,

��湧慮�慴敲楡��慥�測��愀

KhooHangPeng,Geo1ogica1Suπeyof

Ma1aysia,Ipoh,N征a1aysia

却��吮��潮�慰��敷�楮���

1ogica1Suπey,PortMoresby,PNG

(後にこのプロジェクトから撤退)
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�慣楡湯倮�������敲��潦�攀

������兵�潮�����灰楮�

SaeganthitChuaYiroj,Departmentofユ〉[iner-

�剥��捥��湧歯�周���

�慮��物�������癥����

���湯�噩整��

このほかに各国でプロジェクトに公式あるいは非

公式に協力した人は多い.その万カの名を挙げてお

こう.所属は1992年でのものである.

日本:地質調査所:寺岡易司･久保和也･吉田史

郎･岡村行信･牧本博･三村弘二･粟田泰

夫･遠藤祐二

中国:CuiShengqin,InstituteofGeomechanics,

�楪楮最

���湧摩湧���畯�整��畭�漱�

�����楮敇���

兩留慮��湧���物��漱�楣�

卵��

��湧来測�慮��畍�物��漱��

�����

�慮�極兵慮��湧���物���

1ogica王Survey

韓国:KimDongHak,Geo1ogyDepartment,

��

������畩�敲浯刮��攬��慵潦���

慮���捩�捥�兵�潮��

剡祭�摯偵湯湧��測�������

stituteofVo1cano1o駆,QuezonCity

刮�兵敢牡���慵潦�楮�慮���

�����略�湃楴�

�佐��杓楪��整��畭��牴

�兩�慮本�捨楮��敲癩捥��昀

WGGM会議の経過

東アジア地質構造図プロジェクトが発足してから

最初の会合は,1987年8月に北京北東の懐柔で開

かれた国際会議(Intemationa1SymposiumonTec-

瑯��癯�瑩潮慮���楣�晃潮瑩���

Lithosphere)の機会を利用して開こうと計画され

た.しかし,この会合は結局開くことが出来なかっ

た.従って,実質的な第1回会議は1988年9月に

ITITの会議を機会に地質調査所で開かれた.この

会議には,参加国全部から代表が集まり,地質図編

纂のガイドラインの討議とともに,各国の地質構造

の概況が説明され,以後の活動の基本方針が承認さ

れた.この時の各国の発表の要旨は,地質調査所月

報第40巻第5号(1989)に集録されている.

この後,WGGMの会合は京都のIGCまでに4

回開かれている.どれも形式的な会議の彩をとら

ず,実質的に原図を見せあい,凡例の修正や追加,

区分のしかたの訂正や,特に国境沿いで起きがちな

不一致を調整することに費やされている､CCOP

のやり方に従って,その都度議事録を作成して残し

てはあるが,議事録で活動がコントロｰルされるよ

うた会議では次かった.

筑波での第1回会議のあと,第2回は1990年4

月にハンコックのインパラ･ホテルで開かれた.こ

の時はまだ編纂の基本方針が各委員に徹底しておら

ず,凡例の修正作業に多くの時間を費やしている.

またこの時に始めて各委員がそれぞれの受持ちの地

域の素案を持ち寄って見せあった､国境沿いの不一

致の調整も始められた.なお,この会議にはパプア

ニュｰギネアの委員はとうとう顔をみせず,ど

うやらこのプロジェクトから手を引いたらしいこと

が明かにたった.もっとも,パプア･ニュｰギネア

は第1回の会議のあと,ほとんど完成した原図を

私のところに送ってきて,それでこのプロジェクト

に義理を果たしたつもりであったのかもしれない.

その後も音沙汰はない.

第3回は1991年8月にハンコックのCCOPの中

で実質的な作業をした.この時期になると,もうす

でに色を塗った原図が大体出来上がっており,作業

は全体を統一することに絞られた.この会合は,旅

費の都合からInhouseTrainingという名目で行わ

れ,宿舎もCCOPの近くのSathomImというペ

ンションで質素なものであった.

第4回は最後の仕上げの会合で,1991年11月ハ

ンコックで開かれた.もうここでは最終調整の段階

に入り,提出された原図は私が日本に持ち帰って京

都のIGCまでに一応の完成にこぎ着けることにな

った.

さて,こうして集められた各国のコンパイラｰの

労作は,京都のIGCの展示に出品することになっ

たので,私は原案を当時勤務していた兵庫教育大学

にもってゆき,そこでマイラｰの基礎図の上にまと

める仕事をした.これは全くの手作業でなかなかは

1994年11月号�
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かが行かず,おまけにIGCの準備に大幅に時間を

割がねばたらずで,私の手だけでは間に合いそうも

なかった.そこで一部のシｰトは当時兵庫教育大の

大学院生だった池崎文也氏(現在神奈川県立商工高)

に頼んで原図をマイラｰシｰト上に移す仕事をして

もらった.こうして,なんとか1992年8月の京都

IGCではシｰト7と8を除く6シｰトの原案を展

示することができた.さらにこれを機会に最終の

WGGM会議をIGC期間中に京都国際会館で開き,

打ち上げをした.

このあと,私はIGCの疲れを癒すのに大分長い

時間がかかり,1993年の春には兵教大の定年退職

などもあって,この仕事に打ち込むことが出来なか

ったが,その間,いろいろ考えた末,すべてを新し

いマイラｰシｰト上に描き直すことにし,手始めに

インドシナ半島･タイ･マレｰシアを含むシｰト皿

に取り掛かった.丁度1994年の3月末にベトナム

ハノイでCPCとベトナム地質調査所共催のシン

ポジウムが開催されることになり,CPMPからそ

の際できたシｰト皿を展示してシンポジュウムで説

明するよう求められたので,これを機会にこの仕事

にふたたび取り掛かったわけである.これがこの拙

文の冒頭にある毎日地質調査所に通うことにたった

ことの起こりである.

ところが,IGCの前の編集の時にすでに気づい

ていたことであったが,シｰト皿はすべてのシｰト

の中でもっとも複雑でそう簡単に調整ができたいこ

とが明らかであった.このシｰトの中に入る国は中

国,ベトナム,ラオス,カンボジア,タイ,ミャン

マｰ,マレｰシア,シンガポｰノレ,インドネシアと

9ケ国もあり,中国,ベトナム,タイ,マレｰシア

の各委員が作った原図は,国境を境にして区分や境

界線がしばしば食い違い,1枚の地質構造図に仕上

げるのには,それぞれの委員と個別に相談して食い

違いを調整することがどうしても必要であった.そ

こで,CCOPから旅費を出してもらい,1993年の

11月に中国広州を皮切りに,ハノイ,イポｰ,ハ

ンコックと移動して,次々に主た国の委員と個別に

相談するというおまけまでついた.

ミャンマｰはこのプロジエクトに最初から入って

居たかったので,私が手持ちの資料(1970年代以降

ほとんど新しい資料はないようである)を使って原

案を作った.幸か不幸かハノイの国際シンポジウム

は都合で2ケ月伸び,5月の末に開かれたので,原

図はそれまでに完成し,シンポジウムの会場に掲示

して参加老からのコメントをもらうことができた.

図は好評で,多くの人からコピｰを欲しいといわれ,

CPCもこの図の印刷に前向きの姿勢をとるように

なった.なお,原図が出版公表されるまでは,頼ま

れたコピｰは遠慮してもらうことにしてお断りし

た.

構造図の編纂方針

この計画が論議され出したころのCCOPでは,

有名たW.Hami1ton(1979)のTectonicMapofIn-

dOneSianregiOnの編纂方針をお手本にして,同じ

やり方を全域に広げるという考えだったようであ

る1この図はご存じの向きも多かろうが,Hami1-

tOnさん独特の解釈で統一されて書かれており,い

わぼかなり匂いの強い構造図である.それはそれで

十分興味深いものではあるが,構造の解釈というの

はうつろい易いものであるし,それに堆積盆地図と

ペアになった時あまり個人的な意見が強すぎるのは

考え物である.そこで,編集責任者を引き受けたと

き,なるべく客観的な図をつくりたいと私は考え

た.テクトニックスというものには必ず解釈が入る

から,100%客観的な図が出来るわげがないのはい

うまでもないが,それでもなるべくならあまり主観

的な解釈は避けて,多くの人があまり抵抗なく読め

るような図にしたいと考えた.この方針は,

CCOPやCPMPにも了承してもらった.このよう

に,この地図の内容はできるだけ,事実をそのまま

示すよう心がけて作られた.

具体的た編集方針を始めて作ったのは1987年の

6月ごろであった.この基本方針は,その基調とし

てCPMPのTectonicMapシリｰズの最初の図,

南西区画の構造図の編集方針を踏襲したものであ

る.この最初の編集方針は,以後具体的な作業に入

ると直ちにいくつか問題点が明らかにたり,

WGGMの会議を行う度に補足や修正を重ね,最終

的には次のようなものに落ち着いた.

その第1の大区分として次のような3区分を設

け,さらにそれぞれの中を括弧内のように中区分し

た.

一活動地域の岩石(島弧地域火成岩,前弧地域堆

積岩,付加プリズム)

地質ニュｰス483号�
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一大陸地殻(基盤岩類,造山性層序,再活動被覆

岩類,被覆岩類)

一海洋地殻(海洋地殻構成岩類,海台,海洋島･

海山の火山岩)

この分類,とくに中区分にはいろいろ問題が起き

た.なかでも大陸地域の岩石の中区分は,始め南西

区画の構造図(オｰストラリアのような安定大陸が

大部分)で採用された区分一基盤岩類･変形した被

覆岩類･被覆岩類一をそのまま使うつもりであった

が,作業を始めてみると東アジアのように変動帯の

多い地域では実情にあわないことが分かり,基盤岩

類･造山性層序･再活動した被覆岩類･被覆岩類と

いう4区分にした.

それぞれの中区分の下に図示する最小単位を決め

なければならないが,客観的な図をつくるという観

点から,単位を｢重要な不整合で上下を区切られて

いる一続きの部分｣とした.たとえば,西マレｰシ

アのようにカンブリア系から三畳系まで本質的に一

続きの層序は一つの単位にするというやり方で,地

殻変動に区分の境界をおいたわげである.

さらに,そのような単位の年代の表わし方は次の

ようにすることにした.

1.各単位の年代を色であらわす.ただし,地質

系統によって色を指定するのではなく,地殻

変動の年代を表わすように色を決める.すな

わち,

1-1)基盤岩類では単位の時代全体を示す色で

時代を表わす.(これは普通の地質系統の

表わし方)

1-2)造山性層序と再活動被覆岩類は変形の時

代の色で表わす.(この単位がたとえカン

ブリア紀から始まる層序でも,変形の時

代がジュラ紀ならジュラ紀の色で塗る)

1-3)被覆岩類はその堆積の始まりの年代を時

代の色で表わす.(地殻変動後,何時堆積

が始まったかを示す.白亜紀から現在ま

で堆積カミ続いても色は白亜紀のものにな

る)

2.基盤岩類･造山性層序･再活動層序･被覆岩

類の区分はパタｰンで表わす.

2-1)基盤岩類はその時代の色で格子模様を分

布域全面にほどこす.

2-2)造山性層序は変動の時代の色で分布域を
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第3図

東アジア地質構造図シｰト皿の作業図(1/200万)の一部.ベトナム南部一カンボジアの一部.

P1otと呼ぶ(例として第2図参照).

これらに加えて断層,摺曲軸,片理面,活火山,

盆地の範囲,アイソパック,古地磁気なども出来る

だけ図示する.

海洋地殻は,大きな層序単位を決めて,それに見

合った色で時代をあらわすことにした.これは

CPMPの南西区画で採用したのと同じ方法である.

これは大陸地域のTime/SpaceP1otと一緒にして

欄外に示す.

全体として普通の地質構造図と特に変わったとこ

ろはない.しかし,時代を示す色とテクトニックな

分類を示すパタｰンから,どこで,何時,何が起き

たかがなるべく直観的に分かるように配慮したつも

りである.この図はテクトニックの解釈の際に基礎

的な資料として使われるように意図して作ってあ

る.したがってデｰタをきちんと載せて,解釈は使

う人がそれぞれ個性的にやればいい,というのが基

本的な考え方である.もともと,この図は東アジア

地域の堆積盆地の地質的な背景を示す意味があった

から,こういう方針は妥当なものであると思う.

編集作業の進捗状況

百聞は一見にしかず,どんな地質構造図がは見て

いただくしか方法がない.その一部を第3図に示

す.この原図は,2月から3月にかけて作っていた

シｰト皿である.図の外になるが,ベトナムと中

国,あるいはタイの国境で苦心しているし,またミ

ャンマｰの東北部は,ほかの地方とくらべて情報の

量が極端に少たいので,区分のしかたが大雑把にな

るなど問題も多く残っている.

この図は5月の末にハノイであったCPCとベト

ナム地質調査所共催のrベトナムおよび隣接地域の

鉱物資源の地質･探査･開発の可能性｣というワｰ

クショップに持って行って展示し,編集方針などの

説明をしたものである.ベトナムの地質調査所次長

のTranVanTri氏はベトナムのNationa1Compi1-

erであると同時に,ラオス･カンボジアの部分も

担当してくれ,この地域ではリｰダｰ的な存在であ

った有能な地質家であるが,原図を見ていろいろコ

メントをしてくれた1ただ,地名の表記については

神経質で,出版する時には相当神経を使わされるこ
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とになる予感がする.展示は僅か3日間であった

が,多くの人が興味を示し,何時出版されるか,出

版されたらくれないか,印刷前のドラフトのコピｰ

は入手できないかたどという問い合わせが10件く

らいもあった.印刷前のコピｰはいろいろデリケｰ

トな問題があってお断りした.また原図の複製1

部をCPMPに,もう1部をCCOPに報告書の代わ

りとして届けた.

シｰト皿以外のシｰトも最終的な編集作業に入っ

ている.残されたシｰトは1枚の中に含まれる国

の数も少なく,それだけ国境沿いの不連続などとい

う難しい問題は少ない.また,Nationa1Compi1er

がすでにほぼ完成した原案を届けてくれているの

で,残された仕事は主として全体の統一をとること

である.シｰト皿(パプア･ニュｰギネア)を除い

て,全体の原稿ができるのはそう遠くないものと希

望している.

印刷の問題

さて,できた図を印刷するについては,費用の問

題が難問として立ちはだかった1このプロジエクト

がCCOPとCPCの共同プロジニクトとして実施さ

れていることからすれぼ,印刷はCCOPかCPCあ

たりで面倒を見てくれるのが一番の筋である.しか

し,どうもどちらも金がないという.そこで,調査

所でなんとかできないかということになって本座栄

一氏らが働きかけている.

ハノイのワｰクショップに展示したシｰト皿は,

出席していたCPC会長のE.Mark氏の注意も引

き,たんとか資金を集めて印刷刊行しようという意

欲を示しだそうである.これが実現すれば,少たく

とも各国のNationa1Compi1erの努力は報われるこ

とになる.本来このプロジェクト発足の時の約東

で,私は学術的な面についての責任者にはなるが,

事務的な面,たかんずく財政的な面で責任をとれる

ような立場に無く,それは北西区画パネルにお任せ

することにたっている.幸い,なんらかの秒で公表

できるよう,現北西区画パネル議長の盛谷智之氏

(現住友建設)が努力しておられるので,望みをもっ

ている.

これからの世界的な趨勢として,こういう種類の

図はディジタイズして,CD-ROMとして配布する

というのも一つのやり方である.ディジタイズして

あれば,そこから必要なデｰタたけ抜き出して用い

ることも簡単であるし,欲しければプリンタｰを通

して印刷することもできる.またその方がコストも

低く抑えられるという利点もある.もともとこの計

画の勧進元の一つであるCCOPでは,ハンコック

の事務局でディジタイズするつもりであったよう

で,原図ができたら送れという指示を何度か受けと

づている｡しかし,人手や機器の不足から,そう簡

単にディジタイズできそうもない感じである.

USGSか,いっそのこと調査所でやることも検討

している最中である.

また,この図には説明書をつげる計画である.イ

ンドネシアとフィリッピソの場合Nationa1Compi1-

erがすでに原案を作ってくれているので,問題は

あまりないが,そのほかのシｰトについてはこれか

ら作ることになり,只今は私一人でドラフト作りを

やっている段階ではそこまでなかなか手カミ回らず,

まだまだ時間がかかる見込である.

おわりに

こうして,東アジア地域,特に太平洋沿岸地域の

地質構造図を200万分の1でつくろうという計画は

ほとんど完成間近までこぎつげた.この仕事にたけ

打ち込んでいれば,もっとはやくできたとは思う

が,本業が他にあってそちらをおろそかにするわげ

には行かないのを考えれば,ここまで来たことをよ

しとしたければなるまい.印刷公表という最後の難

関がまだ控えているが,残りのシｰトの原図をはや

く完成させて,これだけ出来ているぞということで

出版(ハｰドコピｰにせよ,CD-ROMにせよ)を促

進するのに役立てたいと思っている.また,長年月

に渡って協力してくれた各国の委員の努力を無には

でき在い.大方のご声援をお願いしたいところであ

る.
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